
建物の概要
名　称　大久保産業株式会社　　所在地　徳島県徳島市昭和町 8丁目 8

概　要　建家：地上 2階　延床面積：916.45m2　構造：S造　用途：事務所ビル

1 ．技術開発の目的と経過
目的：�CO2センサー・コントローラーを導入することで、適正な換気制御に伴う電気代削減と室内空気室の改善

を図る。

経過：平成27年（設計、検討等）　　　CO2コントローラーの設置場所等の導入検討

　　　平成28年（試作、試験納入等）　CO2コントローラーの設置および動作検証

　　　平成28年（試運転、引渡し等）　CO2コントローラーの運転開始　

2 ．設備・システムの概要
CO2センサー・コントローラー（以下、「本製品」という）は、目視も体感も出来ない室内のCO2（二酸化炭素）

濃度を測定し、液晶画面にリアルタイムで数値を表示させる（“見える化”）。また、測定したCO2濃度に応じた

換気機器の適正な自動制御が可能となり、室内空気質を改善し在室者の健康や作業効率向上に貢献する。さらに、

過剰換気を防ぐことで空調負荷の低減につながり電気代の削減も実現できる。

3 ．着想
CO2センサーが設置されておらず、室内のCO2濃度をリアルタイムで把握することが出来ない施設・空間が多

いため、換気設備が必要以上に運転している場合が多い。その結果、過剰換気となり空調負荷の増加につながる

ことで、電気代が大きくなってしまう場合が多い。

申請設備建物も、在室者数にかかわらず常に換気機器が強運転となっていた。したがって、本製品を導入する

ことで、過剰換気を抑え大幅な電気代の削減が見込めたことから、本製品の導入に至った。

4 ．効果（省エネルギー）
電気使用量前年度比▲24.9％を実現。

◦一般社団法人　日本冷凍空調設備工業連合会奨励賞◦改修設備部門

設備所有者：大久保産業株式会社
設備施工者：シー・エイチ・シー・システム株式会社　大久保産業株式会社

優良省エネルギー設備顕彰事例②

CO2センサー・コントローラーの導入による大幅な省エネの実現

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
H28年度（kWh） 9,015 8,759 10,766 12,862 13,885 12,587
H29年度（kWh） 6,578 5,514 6,841 10,277 10,227 7,757
削減率（％） －27.0 －37.0 －36.5 －20.1 －26.3 －38.4 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
H28年度（kWh） 9,933 8,687 11,006 12,551 12,752 11,022 133,825
H29年度（kWh） 6,129 6,516 10,581 11,060 11,065 7,984 100,529
削減率（％） －38.3 －25.0 －3.9 －11.9 －13.2 －27.6 －24.9 

冷凍空調設備　2019年 7月15日号10



5 ．投資回収（省マネー）
電気料金前年度比▲16.0％を実現。イニシャルコストを1.6年で回収可能。

6 ．他の建物への応用性・便利性
本製品は、測定・表示・制御・記録の機能が一体化となっていることから、機器の取り付けが容易で、複雑な

システムを組む必要がないため、低コストでの導入が可能である。また、各設定の変更から校正（キャリブレー

ション）も本体のボタン操作で可能なことから、維持コストが廉価でメンテナンスも容易である。

上記の理由から、他の建物・施設への応用性・便利性が非常に高いと考えられる。

7 ．仕様又は開発製品、システム、部品等の仕様
12．添付資料「NMAシリーズカタログ」参照。

8 ．環境保全、便利性等
電気使用量減に伴い、CO2排出量を前年度比▲24.9％（17.8t-CO2/year）実現。

9 ．工夫した点、発想した点、創作した点、新しい点等、設備の特徴
申請設備では、電気代の削減効果を最大限に高めるため、在室者の行動パターンを分析し、実際のゾーニング

を踏まえて、本製品を計10台導入した。また、一部ではデータロガー内蔵型の製品を採用したことで、建物内

のCO2濃度推移を記録・保存・分析できることとなった。採録したデータを用いて、さらなる省エネ対策に役立

てていく予定である。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
H28年度（円） 185,376 184,549 201,839 233,779 242,356 231,491
H29年度（円） 152,229 140,908 156,611 208,267 200,909 167,774
削減額（円） 33,147 43,641 45,228 25,512 41,447 63,717 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
H28年度（円） 194,651 181,415 204,199 215,498 219,406 205,340 2,499,899
H29年度（円） 142,189 147,046 197,448 203,820 208,840 172,850 2,098,891
削減額（円） 52,462 34,369 6,751 11,678 10,566 32,490 401,008 
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10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競合品又はシステムとの比較、販売実績（国内、外）等
他社のCO2濃度制御機器は、測定・表示・制御・記録の各機能が分離されている製品が多く、製品本体に加え

取り付け工事費用が大きくなってしまう。また、測定部（センサー）がダクト内に設置される場合が多いことな

どから、リアルタイムで当該空間の空気質を把握できないだけでなく、校正（キャリブレーション）や取り換え

にも多額のメンテナンス費用が必要になる場合が多い。

本製品は、“AllinOne”の製品であることから、従来の他社機種と比較して、設置費用を1/2～1/3程度に抑え

ることができる。また、校正（キャリブレーション）機能が組み込まれているため、現地で容易に校正が可能な

ことから、維持コスト及びメンテナンス費用がほとんど不要となる。

販売実績として、国内外で累計約15,000台の販売となっており、国内での販売台数は年々増加傾向にある。ま

た、国内だけでなく海外への拡販に向け、中国・韓国・イギリス・ベトナムの現地企業と代理店の締結に至って

いる。

11．外観・構造図
①システム図

②建物外観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③設備設置状況
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